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５北斗市　議会だより

問
　
先
日
の
報
道
で
、
経
済
界
有
志
ら
で
つ
く

る
民
間
組
織
「
人
口
戦
略
会
議
」
の
報
告
で
将

来
的
に
全
国
の
　
％
超
に
当
た
る
　
自
治
体
で
、

40

744

２
０
５
０
年
ま
で
に
　
代
か
ら
　
代
ま
で
の
女

20

30

性
が
半
減
し
、「
最
終
的
に
は
消
滅
す
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
の
分
析
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
道
内
で
は
全
体
の
　
％
超
に
当
た
る
　
市
町
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村
が
対
象
と
な
り
、
当
市
も
そ
の
対
象
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
人
口
戦
略
会
議
」
で
は
、
国
や
自
治
体
に

対
し
、
地
域
ご
と
の
人
口
減
の
要
因
を
踏
ま
え

た
対
策
を
求
め
た
と
あ
り
ま
し
た
。

　
発
表
さ
れ
て
間
も
な
い
で
す
が
、
今
後
の
対

策
や
事
業
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

答
（
市
長
）
市
で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
令
和

６
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
期
間
と
し
た
、
第
２

期
北
斗
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
を
策
定
し
、
東
京
や
札
幌
な
ど
の
大
都
市
圏

へ
の
転
出
超
過
の
ほ
か
、
出
生
率
の
低
下
な
ど

を
要
因
と
す
る
人
口
減
少
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
問
題
は
、
一
自
治
体
に
て

解
決
で
き
る
問
題
で
な
い
こ
と
か
ら
、
本
年
度

よ
り
、
函
館
市
や
七
飯
町
と
連
携
し
、
保
育
人

材
や
介
護
人
材
な
ど
の
確
保
策
や
は
こ
だ
て
未

来
大
学
の
授
業
料
免
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
圏
域
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
最
近
で
は
、
市
の
民
間
団
体
が

中
心
と
な
り
男
女
の
出
会
い
を
創
出
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
す
る
動
き
も
あ
り
、
市
も
足
並
み

を
揃
え
て
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
既
存
の
移

住
・
定
住
促
進
策
や
子
育
て
支
援
策
な
ど
の
効

果
・
検
証
を
図
り
な
が
ら
、
令
和
７
年
度
か
ら

の
第
３
期
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
出
生
率
の
向

上
、
都
市
圏
か
ら
の
移
住
の
推
進
、
北
斗
市
に

住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
定

住
の
促
進
を
軸
に
、
引
き
続
き
、
人
口
減
少
対

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
市
役
所
内
の
課
が
横
断
的
に
事
業
を
展
開

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
（
企
画
課
長
）
企
画
課
を
中
心
と
し
た
様
々

な
課
に
よ
り
、
オ
ー
ル
北
斗
で
人
口
減
少
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

畜
産
農
家
に
関
す
る
件

問
　
昨
今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
や
円
安
等
に
よ

る
輸
入
飼
料
の
高
騰
で
畜
産
経
営
は
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
、
離
農
も
加
速
し
て
い
る
と
同
時

に
高
齢
化
と
後
継
者
問
題
も
顕
著
に
現
れ
て
い

る
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
お
尋
ね
し
ま
す
。

茨
北
斗
市
内
の
令
和
５
年
度
分
の
生
乳
出
荷
戸

数
及
び
肉
牛
出
荷
戸
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

芋
市
営
牧
場
の
令
和
５
年
度
分
の
利
用
状
況

（
種
類
別
及
び
市
内
外
別
）
の
頭
数
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
令
和
５
年
第
２
回
定
例
市
議
会
に

お
い
て
、
飼
料
価
格
が
著
し
く
高
騰
し
、
生
産

調
整
も
困
難
な
酪
農
事
業
者
に
対
し
、
国
と
同

様
に
、
経
産
牛
１
頭
当
た
り
７
千
　
円
を
交
付
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す
る
、
酪
農
飼
料
高
騰
対
策
支
援
事
業
補
助
金

や
、
第
４
回
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
国
が
実

施
す
る
肥
料
価
格
高
騰
分
に
対
す
る
７
割
の
補

助
に
、
市
が
２
割
分
を
上
乗
せ
す
る
、
肥
料
価

格
高
騰
対
策
支
援
事
業
補
助
金
を
補
正
予
算
計

上
し
、
畜
産
農
家
を
含
め
た
市
内
の
農
業
者
に

対
す
る
独
自
支
援
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

茨
飼
養
衛
生
管
理
基
準
等
定
期
報
告
書
の
数
値

で
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
乳
用
牛
農

家
戸
数
が
９
戸
、
肉
用
牛
農
家
戸
数
が
　
戸
と

13

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
に
比
べ
て
１
戸

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

芋
市
内
に
お
い
て
は
、
乳
用
牛
の
育
成
牛
が
　82

頭
、
肉
用
牛
の
成
牛
が
　
頭
、
馬
の
う
ち
、
満

14

２
歳
以
上
の
成
畜
が
　
頭
、
２
歳
未
満
の
子
畜

16

が
　
頭
で
、
合
計
で
　
頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

14

126

　
市
外
に
お
い
て
は
、
乳
用
牛
、
肉
用
牛
の
市

営
牧
場
の
利
用
は
な
く
、
馬
の
う
ち
、
満
２
歳

以
上
の
成
畜
が
　
頭
、
２
歳
未
満
の
子
畜
が
　

60

18

頭
で
、
合
計
で
　
頭
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
５

78

年
度
の
市
営
牧
場
の
入
牧
頭
数
は
全
体
で
　
頭
204

と
な
っ
て
い
ま
す
。

工
藤
　
秀
子
　
議
員 録画映像

人
口
減
少
及
び

　
　
　
　
消
滅
可
能
性
自
治
体
に
関
す
る
件

問
　
人
口
減
少
に
対
す
る
今
後
の

市
の
対
策
は

答
　
市
　
長

　
　
子
育
て
支
援
策
な
ど
の
効

果
・
検
証
を
図
り
な
が
ら
、

令
和
７
年
度
か
ら
の
第
３
期

総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
す

市営牧場に放牧されている肉牛

問
　
令
和
５
年
度
分
の
生
乳
出
荷

戸
数
及
び
肉
牛
出
荷
戸
数
は

答
　
市
　
長

　
　
乳
用
牛
農
家
戸
数
９
戸
、
肉

用
牛
農
家
戸
数
　
戸
と
な
っ

13

て
い
ま
す


